
 

1. コントローラのハウスコードを設定して(A から P の一

つを選んで)下さい。 

2. それぞれのアダプターにユニットコードを設定します(1

から 16 まで)。コントロールしたい機器(照 明、家電な

ど)にアダプターをつけます。ハウス コードはコントロ

ーラと同じにします。同じユニッ トコードを複数のアダ

プターにも付けられます。 

3. アダプターをコンセントにさします。 それ

で、コントローラでどこの部屋からでも遠

隔操作または照明のディミングができま

す。 

4. 下記の製品の他、セキュリティサイレン

やチャイム、タイマー機能付きコントロー

ラーなど、便利な製品があります。 

ミニコントローラー F7MC460 取扱い説明書

１－４ ＯＮ 
ボタン 

ここを押すと、

その番号のア

ダプターをつけ

た機器がＯＮに 

Ａｌｌ ｌｉｇｈｔｓ ｏｎ ボタン 
Ａｌｌ ｕｎｉｔｓ ｏｆｆ ボタン 

All Lights On ボタンで、各種 照明用アダプタ

ー（電球用のアダプター）を設置した照明だけ

全てＯＮ にできます。帰宅時・夜になった時な

どに。 Ａｌｌ ｕｎｉｔｓ ｏｆｆ ボタンで、全てのアダプ

ターを付けた家電・照明を一遍にＯＦＦにできま

す。就寝時・外出時に。 

※ 下についている１－４ ５―８ ＳＥＬＥＣＴＯＲ スイッチ を切

り替えると、１―４ ＯＮ ボタンが ５－８ ＯＮ ボタンに、１

－４ ＯＦＦ ボタンが ５―８ ＯＦＦ ボタン になり、合計１－

８ 迄の番号のアダプターをこのコントローラーで制御出来

るようになります。 
※ コントローラーの各ボタンを押すと、信号を発信した事を 信

号発信確認ランプ のＬＥＤが点灯して知らせます。 

１－４ ＯＦＦ 
ボタン 

ここを押すと、

その番号のア

ダプターをつ

けた機器がＯ

ＦＦに 

Ｂｒｉｇｈｔ ボタン（明るく）－Ｄｉｍ ボタン（暗く）
１～４の ＯＮ ボタンを押したあとにＤｉｍ ボタンを

押すと照明（電球）を徐々に暗く、Ｂｒｉｇｈｔ ボタンで

明るく、１８段階で調節ができます（押し続ける）。

調光できるのは、照明用 各種アダプターを設置し

た、電球タイプの照明です。回路や変圧器の入っ

たもの、及び蛍光灯（電球タイプの蛍光灯も含む）

は調光できませんので、各種照明用アダプターに

はつながないで下さい。誤動作・故障の原因になり

ます。（家電用アダプターにて ON／OFF は可能）

         パワーライン・リモートコントロールのしくみ      
操作したい家電や照明にアダプターを設置し、番号を設定し

ます。コントローラーをコンセントに差し、“１のアダプターを

ＯＮ”“２の照明を調光”などの信号を、コントローラーから家

中の電気の屋内配線を通じて、それぞれのアダプターへ送

り、制御しています。（ 電力線搬送 ）

信号送信確認ランプ 

ハウスコード設定ダイアル 

使用上の注意： 

当製品はコントローラーと各種アダプター間のリモコン信

号の送受信を屋内の交流 100V 配線を通して行っていま

す。その為、分電盤のブレーカーで二系統以上の電灯線

に分かれて配線されている場合、ブレーカーにより隔て

られた配線間の信号通信が難しくなります。そのような場

合は、系統間にコントロール信号のみを通す‘シグナル

ブリッジ‘（F7SBLOC）を接続すると、ご使用できるように

なります。シグナルブリッジは電気工事業者による設置

が必要です。 

又、電灯線内の交流電源に種々の雑音が混入している

場合があります。このような場合もリモコン信号の送受信

の障害になります。それらの雑音は家庭内では、古くな

った蛍光灯装置や家電等から発生していることが多いで

す。そのような場合は、コントローラのボタンを長めに押

すか、2 度押すことによってほとんど解消します。それで

も動作しない場合は、かなり強力で連続的な雑音の為、

その発生を止める必要があります。 

目安としては、テレビ画像（得に信号が弱い局）の画面が

シマシマになっているか、白いノイズが出るかです。又

AM ラジオの信号が弱い局にガーガー雑音が入る場合

もあります。そのような時は、思い当たる機器を止めると

テレビ、ラジオの受信状態も良くなり、パワーラインキャリ

アの操作ができるようになります。 雑音を出している装

置の電源プラグを逆に差すと改良される場合もありま

す。又雑音が屋外（工場設備や建設現場等の事があり

ま す ） の 場 合 は 、 そ れ ら の 雑 音 成 分 を 消 す 為 の

F7NOISE‘ブロッキングカプラー‘（別売り）をご使用いた

だくと改善されます。 

注意： 不在時に誤動作して火事や事故の原因となるよ

うな発熱性の家電や電熱機器類などには絶対に使用し

ないで下さい。 
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